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新しい未来という現実は企業における新しい可能性である。これらは進歩と変化における
企業における新しい挑戦という提案を可能とするのである。 
 
これらは時代先端性という企業の挑戦はその独創性という挑戦における可能性を実現でき
るのである。 
 
これらは企業環境におけるシステムと基盤を整備し、時代と現実への参加を再度⾏うこと
において、時代性という新しい進歩性における可能性を⾃⼰とできるからなのである。 
 
これらは企業の再構築を企業計画における企業転換と整備において、それら現実を⾃⼰と
できるのである。 
 
これらは過去において企業が有した夢であることは正しいのである。企業が未来へ到達す
ることはそれら新しい可能性を⾃⼰とすることであるからである。 
 
これらは、既存システムの崩壊が存在する中、新しい企業への転換は必ず企業の必題なので
ある、 
 
これらは新たな企業への転換を企業におけるコンセンサスと計画において、実現できるこ
とを提⽰できるものである。 
 
これら新たな企業システムへの転換は、既存現実から新しいグローバルスタンダードにお
ける企業構築への転換なのである。 
 
これら新しい可能性は企業が⾃⼰の創造性という新しい現実への到達を⾏うことであり、
それらそのものが可能性なのである。 
 
これら企業の挑戦は、新しい未来という約束なのである。 
 


